
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習に使う道具→学校においておく。いくらかは、ストックしておく。 
 
宿題→出さない。出しても、学校でやって帰る。 
 
家庭との連絡が必要なもの→１．回収期間を長く取る。 
                          ２．忘れそうな子どもの家に電話を入れておく。 
                          ３．家庭訪問して、事前に回収する。 
                          ４．指にリボンをつけるなど印を残す。 
 
その他 
    ○「忘れ物係」をつくり、「忘れた人に物を貸してあげる係」とする。 
 
    ○「ノートわすれ」のため、いつも用紙を用意しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもが、何も持たずに学校に来ても、 
支障なく学習ができる学習環境を作る必要がある。

遠足の日を忘れる子どもは、まず、いない。 
遠足のおやつのお菓子を忘れる子は、ほとんど、いない。

遠足の弁当を忘れる子は、まず、いない。 

いかに子どもに必要感を持たせるかが課題である。 


